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＜連絡事項＞
・夜勤者用の駐車場についてですが、泥が乾き使用できる状態となったため、3/28(水)深夜帯より、使用を再開します。3/28(水）の朝の時点でうみねこ幸房前に駐車している車両は違反とします。
＜患者様連絡事項＞
・小舘　晴様～3/28(水)14:00～介護認定調査の予定。
・高橋　ミイ子様～食事摂取状況、本人の希望により本日昼よりパン禁となる。
・澤口　利香様～疼痛時ロキソプロフェンNa1T　10回分処方となる。
・小笠原　笑子様～プロラノン点眼液処方となる。

・袴田　将志様～歯痛訴え、痛み止め希望あり。田名部Drへ報告し、ロキソプロフェンNa(60)3T　3×ndE本日昼より3日分処方となる。
・安達　貴浩様～フェキソフェナジンは飲み切り止めとなる。
・齊藤　光枝様～本人より希望があり、明日より牛乳→ヨーグルトへ食事変更となっている。
・猪石　和宏様～本日、電話制限解除となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。声高さや妄想に左右された発言なく経過している。スタッフ対応も穏やか。バルプロ酸ナトリウムは拒否続いている。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞

・藤井　崇史様～気分高揚あり、大声で挨拶をすることや話し掛け目立っている。眼光の鋭さはあるがトラブルはなく経過している。
・服部　英喜様～家族より架電あり、「佐世保で花見をする」等といった内容の電話が毎日掛かってくるため、滅入っているとのこと。電話要求があった際は内容を確認しつつ介入行っていくこと説明し、了承得ている。
・大久保　すい様～深夜帯にて口腔に青い着色物多量に付着しており、本人より被毒妄想聞かれている。また、今朝は歯磨き粉を口唇につけている事あり。夕食後より眠っており、声掛けで内服もしているため、青い着色物は内服薬である可能性があり、本人も少量の水で飲んだと話している。内服の確認を行っていく。
・小笠原　久年様～プログラムへは声掛けで拒否なく参加している。昨日準夜帯、深夜帯にて妄想発言・行動みられていたが日中は問題なし。スタッフ対応も穏やか。
・熊谷　樹里様～食事は拒否なく全量摂取している。空笑や妄想に左右された発言なく経過している。
・向井　敦子様～拒薬や幻聴・妄想に左右された発言はなく経過している。スタッフ対応も穏やか。
＜馬渡Dr診察＞
・成田　力大様～フラツキを訴え、減薬となっている。（エビリファイ3ｍｇ減薬）
　　　　　　　　経過と今後について、母親へ面談調整の指示あり、面談日程調整とする。

・及川　キヌ様～拒否、暴言、不機嫌さあり、バルプロ酸ナトリウム（200）2Ｔ朝、夕に追加となる。
・小山　幸孝様～臨時薬7日分同内容で処方となり、以後定期となる。
・熊谷　樹里様～薬剤調整にて、レボトミン（50）3Ｔ→2Ｔ、クロザリル（25）2Ｔ→3Ｔとなる。
・織笠　キヌエ様～トイレでの排泄ある事から、厳密な尿量不可であり、排泄時、極微量　　のコアグラ確認していることを情報提供している。経過観察の指示ある。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：泉山　紀子（いずみやま　のりこ）様

　生年月日：昭和51年6月10日　41歳

　病　　名：軽度知的障害、多飲水、右肩関節脱臼骨折

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Aユニット16号室

　入院形態：任意入院
　主治医　：馬渡Dr

（経過）

　H29.12.25椅子に座っていたところ突然上下肢の屈曲が出現。多飲水・低ナトリウム血症による痙攣発作が考えられ、八戸赤十字病院へ医療保護入院となる。(～H30.1.13)退院後も多飲水があったが母は制止することができず、H30.1.19再度痙攣発作があり、救急搬送され、任意入院。H30.2.5自宅へ退院予定としていたが道路に横たわる、薬局へ移行とする行動があり、退院は延期。自宅での退院は難しいため、当院へ転院し、施設入所を目指すことで転院依頼がある。母も転院に関しては了解し、H30.3.16当院1回目の入院となる。入院後、放尿等の行動がみられていた。H30.3.19夜間に転倒し、右肩関節脱臼、右上腕骨大結節骨折の所見があり、八戸赤十字病院へ転院。H30.3.22手術施行。術後安静解除されたことにより、当院へ転院依頼あり。H30.3.27当院受診し、2回目の入院となる。
・買い物カードなし
・家族洗濯
・不眠時ルネスタあり。(今日・明日は様子みて内服検討していくと。)
　興奮・不穏時はDrコール

氏　　名：上村　ヨシヱ様

　生年月日：昭和5年1月26日　88歳

　病　　名：アルツハイマー型認知症

　性　　別：女性

　病　　棟：東病棟Ｃユニット

　入院形態：医療保護入院

　主治医　：深澤Dr

　＜経過＞

荻生内科から紹介。ADの診断にて通院で薬物調整を行っていたが、本日興奮や徘徊、介護抵抗等のBPSDの悪化あり、精査及び加療のため当院を紹介され受診した。

既に認知機能障害はやや重度の状態であり、了解力や判断力は不良であった。BPSDの治療や精査、薬物調整の目的でＨ30.3.27東病棟Ｃユニットへ医療保護入院となる。
